
施策コード 0821

経営資源配分の
方向性（なにを、
いつまでに、どの
ようにして行うの
か）

・成果指標１（第三者評価受審件数）について
　実績低迷の理由として、5/10の自己負担がネックとなっている。21年度の実績を見据
えつつ補助率の引き上げの妥当性についても検討していく。

・成果指標２（訪問介護員レベルアップ研修受講者数）について
　研修対象者である訪問介護員（ホームヘルパー）へのアンケート等を行い、研修の開
催時期、研修方法を見直しにより、参加者がより出席しやすい工夫を行う。

実績 － － － －

－

施策の評価と今
後の方向性
（施策を取り巻く
環境の変化と、
施策内における
22年度以降の経
営資源の配分方
針など）

・成果指標１（第三者評価受審件数）について
　利用者が事業所を選ぶための情報提供の仕組みとして「介護サービス情報の公表」
制度が開始されて以降、本事業の実績は低迷している。補助率10/10の元区立特養や
認知症高齢者ＧＨは、実績が横バイ若しくは増えているが、補助率5/10の対象施設に
ついては、実績が激減している。ＰＲや事業者向け説明会の開催などで周知に努めてい
るが、実績は回復の見込みが見えない状況が続いている。

・成果指標２（訪問介護員レベルアップ研修受講者数）について
　質の高い介護サービスを提供するためには、介護サービスの直接の提供者である訪
問介護員（ホームヘルパー）の資質向上が求められる。
　このため、レベルアップ研修は有効であるものの、各事業所における介護員の置かれ
ている状況を踏まえ、研修へ参加しやすい環境づくりを行う。

－ － － －

訪問介護員レベルアップ
研修受講者数

41.00

－

実績 人 56.00

－

成果指標３
予定 －

80.00

実績

75.00 78.00

件 58.00 42.00 44.00
成果指標２

予定 人 80.00 80.00

51.00

80.00 80.00

52.00 52.00 53.00 54.00
成果指標１

予定 件 51.00第三者評価受審件数（区
内福祉サービス提供事業
所で第三者評価を受審し
た事業所数）

現状と課題
（成果指標分析）

　身近な地域で利用者のニーズに的確に対応した福祉サービスの質の向上が求められ
ている。また、利用者のサービス選択のため、福祉サービス提供事業者のサービスの
内容や質等の情報がわかりやすく、容易に入手できるようにする必要がある。情報が広
く公表されることにより、サービスの質の向上に向けた取組も促進できる。

単位 1７年度 1８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

福祉部

担当課 福祉管理課

施策意図
サービスを必要とする人が安心して福祉サービスを利用している。

平成２１年度　施策評価表

施策名 福祉サービス利用者への支援
担当部





平成21年度　施策別事務事業一覧表

施策名 福祉サービス利用者への支援
担当部 福祉部 施策トータルコスト(千円）

20,520担当課

事務事
業

コード
施策を構成する事務事業 事務事業トータルコスト（千円）

事務事業トータルコストの
増減額(千円）

施策に占める
コストの割合

成果向上と
効率性の分析

082102 福祉サービス苦情調整委員

２０年度 8,180

22 39.86% 2 Ｂ

１９年度 8,158

福祉管理課

成果向上と
効率性の分析

（手段）

区の職員が直
接関与する必

要性

Ｂ

２０実績 ２１予定

1.00 16.00

成果指標
１ 苦情調整の結果、サービスが改善した件数

単位

件

成果指標
２ －

51.24%

成果指標
１ 区内事業所の評価結果公表件数

単位

２０実績 ２１予定

－ －
－

件

082103
福祉サービス第三者評価事

業推進

２０年度 10,514

１９年度 8,565

成果指標
２ －

1,949

２１予定

－ －

Ｂ 2 Ｂ

２０実績 ２１予定

277.00 340.00

－

２０実績

１９年度 1,816

成果指標
２ －

２０実績08210５
訪問介護員レベルアップ研修

委託

２０年度 1,826

10 8.90%

成果指標
１ 訪問介護員レベルアップ研修受講者数

単位
２１予定

－ －

人

Ｂ － Ｂ

２１予定

41.00 80.00

0.00%

成果指標
１

単位

－

２０実績

２０年度

１９年度

成果指標
２

0

２１予定

２０実績 ２１予定

単位

２０実績

１９年度

成果指標
２

２０実績

２０年度

0 0.00%

成果指標
１

２１予定

２０実績 ２１予定



施策コード 0822

施策の評価と今
後の方向性
（施策を取り巻く
環境の変化と、
施策内における
22年度以降の経
営資源の配分方
針など）

　支援を必要とする人を地域ぐるみで支える「地域支援体制の整備」は、より一層の拡
充が求められているが、「かつしかあんしんネット事業」では、前年度比で約500名の協
力員の増員を図りながら、それを上回る見守り希望者の増加（前年度の1.64倍）により、
対象者一人あたりの協力員数が減少する等の状況も見受けられる。今後、区民の身近
な相談相手である民生委員・児童委員や社会福祉協議会の存在や役割を広くＰＲする
とともに、「かつしかあんしんネット事業」の更なる拡充や新たな取り組みとなる「いきい
きふれあいサロン事業（商店街の空き店舗を活用した場の提供）」の試行など、ひとりぐ
らし高齢者等が住み慣れた地域で安心して暮し続けられるよう、地域支援体制を整備し
ていく。

経営資源配分の
方向性（なにを、
いつまでに、どの
ようにして行うの
か）

　本施策については、総コストの５割超が社会福祉協議会への補助金であるが、その内
の７割は社協運営費（人件費、施設維持費）となっている。また、施策の２５%を占める民
生委員関係事務費もその大半は民生委員の活動費である。社協運営費や民生委員活
動費の抑制は、優秀な人材の流失や士気の低下など施策全体の後退につながるもの
と懸念される。そのため、本施策においては、各事業のコスト上昇をできる限り抑えつ
つ、成果の向上を目指す。

実績 ％ 34.80 37.10 41.00 35.60

成果指標３
予定 ％ 39.10 39.20 39.90 40.50 41.10地域で頼れる人や相談

先がある区民の割合
（マーケティング調査）

実績 件 10,071.00

民生・児童委員の相談・
支援件数（東京都民生児
童委員連合会への報告
数値）

成果指標２
予定 件 10,770.00 10,792.00 10,896.00 11,000.00 11,100.00

7.43 10.62 7.11

8,076.009,114.00 8,279.00

4.20 4.30 4.50 11.00
成果指標１

予定 人 4.00かつしかあんしんネット
（ひとり暮らし高齢者・障
害者見守りネットワーク）
対象者１人あたりの協力
員数（協力員総数÷ネッ
ト対象者）

実績 人 3.41

現状と課題
（成果指標分析）

　民生委員・児童委員や社会福祉協議会の活動は、認知度が高いとはいえないため、
その存在や役割を広く区民にＰＲし、支援を必要とする人が迅速かつ適切にサービスを
利用できるようにする必要がある。

単位 1７年度 1８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

福祉部

担当課 福祉管理課

施策意図
支援を必要としている人を地域ぐるみで支えている。

平成２１年度　施策評価表

施策名 地域支援体制の整備
担当部





平成21年度　施策別事務事業一覧表

施策名 地域支援体制の整備
担当部 福祉部 施策トータルコスト(千円）

296,988担当課 福祉管理課

施策に占める
コストの割合

成果向上と
効率性の分析

成果向上と
効率性の分析

（手段）

区の職員が直
接関与する必

要性

事務事
業

コード
施策を構成する事務事業 事務事業トータルコスト（千円）

事務事業トータルコストの
増減額(千円）

-142 25.53% B 2

082201 民生委員関係事務

２０年度 75,822

B

１９年度 75,964

成果指標
１ 「住民への働きかけ活動」件数

単位

件

２０実績 ２１予定

105.00 120.00

成果指標
２ 区民への訪問・連絡回数 回

２０実績 ２１予定

18,661.00 24,000.00

4,700 52.47% B 2

082202 社会福祉協議会助成

２０年度 155,830

B

１９年度 151,130

成果指標
１ ボランティア登録団体数

単位

団体

２０実績 ２１予定

90.00 100.00

成果指標
２ 会員数 人

２０実績 ２１予定

9,839.00 10,000.00

52 1.34% B 2

082203 原爆被爆者見舞金支給

２０年度 3,965

B

１９年度 3,913

成果指標
１

見舞金受給率　受給者数／受給資格者（見込）数×
１００

単位

％

２０実績 ２１予定

97.97 96.55

成果指標
２ － －

２０実績 ２１予定

－ －

-911 1.19% B －

082204
行旅病人及び死亡人取扱事

務

２０年度 3,522

A

１９年度 4,433

成果指標
１

遺骨・遺留金品引渡件数（遺族が判明し引き渡しを
行った件数）

単位

件

２０実績 ２１予定

6.00 12.00

成果指標
２

遺族による費用弁償件数（判明した遺族による費用
弁償があった件数）

件

２０実績 ２１予定

4.00 10.00

-3,586 1.76% A 2

08220６
かつしかあんしんネットワー

ク事業

２０年度 5,241

B

１９年度 8,827

成果指標
１

あんしんネット利用率（利用申込者数／対象地域内
事業利用対象者数×１００）

単位

％

２０実績 ２１予定

15.92 32.00

成果指標
２ － －

２０実績 ２１予定

－ －



平成21年度　施策別事務事業一覧表

施策名 地域支援体制の整備
担当部 福祉部 施策トータルコスト(千円）

296,988担当課 福祉管理課

施策に占める
コストの割合

成果向上と
効率性の分析

成果向上と
効率性の分析

（手段）

区の職員が直
接関与する必

要性

事務事
業

コード
施策を構成する事務事業 事務事業トータルコスト（千円）

事務事業トータルコストの
増減額(千円）

3,682 13.14% A 1・2

082208 シルバーピア

２０年度 39,035

B

１９年度 35,353

成果指標
１ 入居者数

単位

人

２０実績 ２１予定

160.00 160.00

成果指標
２ － －

２０実績 ２１予定

－ －

5,545 3.57% A 1

082209 高齢者虐待防止事業

２０年度 10,613

A

１９年度 5,068

成果指標
１ 相談終結件数／通報・相談件数×100

単位

％

２０実績 ２１予定

51.35 80.00

成果指標
２ － －

２０実績 ２１予定

－ －

-250 0.22% A 2

082210 地域福祉活動支援

２０年度 660

B

１９年度 910

成果指標
１ 助成金補助団体数

単位

団体

２０実績 ２１予定

1.00 2.00

成果指標
２ － －

２０実績 ２１予定

－ －

780 0.77% A 1

082211 防災ネットワーク事業

２０年度 2,300

B

１９年度 1,520

成果指標
１ 実施支援団体数/相談支援団体数×１００

単位

％

２０実績 ２１予定

100.00 100.00

成果指標
２ － －

２０実績 ２１予定

－ －

0 0.00%

２０年度

１９年度

成果指標
１

単位

２０実績 ２１予定

成果指標
２

２０実績 ２１予定


